
１．国語 

学校番号 2102 

令和 2年度 国語科 

 

教科 国 語 科目 国語総合ｂ 単位数 ２単位 年次 全年次 

使用教科書 「新編 国語総合」（第一学習社） 

副教材等 「表覧演習／新常用漢字／基礎編」（京都書房） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・この授業は、古典分野（古文・漢文）の基礎を学習します。古典文を口語訳し、内容の理解を 

めざします。文法や漢文の句法の学習もしていきます。 

・授業では、プリントを配り、学習内容を記入してもらいます。また、自分の意見の発表等も 

行います。 

・古典を読むことで、昔の人々のものの考え方や感じ方を知るとともに、言葉や感情などが現代の 

私たちにも通じているということを理解していきます。 

 

２ 学習の到達目標 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を養う。 

・文章に描かれている人物の心情を正しく読み取ることができる。 

・古典を読むために必要な文法や句法を身につける。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典を学びながら、日本の言

語文化に興味を持ち、当時の

ものの考え方や感じ方を知ろ

うとする。 

文章を的確に読み取り、自

分の考えを深め、発展させ

ることができる。 

古典の言葉遣いの決まりや特

徴を理解し、またその知識を身

につけられている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ワークシート等） 

記述の確認及び 

分析 

（ワークシート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ワークシート） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学期末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a ｄ e 
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古
文
入
門 

・歴史的仮名遣い 

・五十音図 

・いろは歌 

 

 

○ 

 

 

  

 

◎ 

a:日本の言語文化に興味を持ちなが

ら学習する姿勢がある。  

e:古文特有の言葉の決まりを理解し、

正確に書き表すことができる。 

ａ、ｅ：行動の観察

及び記述の確認 

 

随
筆 

教材：『枕草子』 

  

文法等…助動詞 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

a:古文を読むときのリズムや言葉遣

いを知り、古文の雰囲気を味わおう

としている。 

d:古文特有の言葉に注意しながら読

み進め、内容及び登場人物を把し、

その人物の心情を理解することが

できる。 

e:筆者の記述について、また本文中の

助動詞について確認し、内容を理解

することができる。 

a:行動の観察 

 

d:記述の確認 

及び定期考査 

 

e:小テスト及び 

 定期考査 

古
文
の
文
法 

・品詞について 

・動詞の活用に 

ついて 

 

 

○ 

  

 

◎ 

a:品詞について、また動詞の活用につ

いて現代語との違いを把握した上

で理解しようとしている。 

e:品詞の種類と、古文に出てくる動詞

の活用について理解することがで

きる。 

a:行動の観察 

 

e:記述の確認 

及び小テスト、 

定期考査 

物
語 

教材：『伊勢物語』 

    「筒井筒」 

文法等…動詞の

活用、敬語表現 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

a:古文の物語の表現の仕方や和歌 

について興味を持ちながら学習す

ることができる。 

d: 登場人物及び内容を把握し、その

人物の心情を和歌から読み取り理

解することができる。 

e:本文の内容を理解し、またこの作品

ができた背景について知ることが

できる。 

a:行動の観察 

 

d: 記述の確認 

及び定期考査 

 

e: 記述の確認 

及び小テスト、 

定期考査 

漢
文
入
門 

・用語解説 

・返り点について 

教材：故事成語 

 

 

○ 

 

 

 

  

 

◎ 

a:漢文を学びながら、古人のものの考

え方や感じ方を知ることができる。 

e:漢文の基礎やルールについて理解

することができる。 

a:行動の観察 

 

e: 記述の確認 

及び小テスト、 

定期考査 



漢
文 

教材：「両頭蛇」 

文法等…句型 

（禁止・使役・ 

仮定・反語・限定） 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

a:漢文の登場人物や内容に興味を持

ちながら学習することができる。 

d:漢文の読み進め方を知り、内容を的

確に把握し、登場人物の心情を捉え

ることができる。 

e:本文の内容を理解し、本文に込めら

れた意味が理解できる。 

a:行動の観察 

 

d: 記述の確認 

及び定期考査 

 

e: 記述の確認 

及び小テスト、 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   d:読む能力 

       e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


